
町田市政を考える会・草の根ニュース№４ 

こうやく 剥がれて いませんか？ 
２０１０年 3月に新たな議会の体制になってはや 

１２月！今年度最後の議会が始まります！！ 

景気が悪い、市民の声を議会で反映させながら、 

十分な議論をしてほしい！市民の期待と願いを議

員の皆さんは背負っています。市議賞与「役職加

算」の謎（2010 年 11 月 3 日 読売新聞 裏面掲載）の記事、私たち

草の根がずっと疑問に思ってきたことが報道されま

した。他市でも様々な取り組みが始まっています。

さて、わが町田市議会議員の中にもこれらの議会

改革を積極的に取り組むと公約に掲げた方々がお

られます。議会改革の公約 どうなりましたか？ 
＊大西のぶや 議員 

議員定数大幅削減 36名から 25名へ。これが行財政改革の全ての始まりです。

議員数を大幅削減し行財政改革徹底的に進めます。 

＊友井かずひこ 議員 

政策遂行のための市役所・市議会改革 

議員定数の大幅削減、事務的機能の充実 

＊吉田つとむ 議員 

納税者主権の政治で、議会と行政をスリム化 

議員の定数や報酬の削減をまず提唱。 

＊わたべ真実 議員 

議員特権をなくし、議会への市民参加をすすめます 

以上2010年 2月 21日発行の選挙公報より 

＊藤田学 議員 

議員定数の 15 名削減        タウンニュース 2010 年 4月 15 日号より 

 



 


